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関西学院宗教センター 

山川記念館（西宮聖和キャンパス） 

周りの輝きは、雨の日に雲の中に現れる虹の姿のよ

うであった。これは主の栄光のような姿であった。 

エゼキエル書 1 章 28 節 



 

  

 

チャペル・スケジュール 
   
時 間：西宮上ケ原キャンパス・西宮聖和キャンパス 10:30～11:00 神戸三田キャンパス 10:40～11:10 
場 所：各学部チャペル（ランバスチャペルアワーは西宮上ケ原キャンパスランバス記念礼拝堂） 

 
  
5 月 7 日（火） 神 ヒューマンサービス支援室ボランティア活動支援センター 

 文 Andreas Rusterholz（宗教主事） 

 社 宗教総部 

 法 音楽チャペル  混声合唱団エゴラド 

 経 レインボーウィークを前に  澤田 有希子（人権教育研究室長） 

 商 木原 桂二（宗教主事） 

 国 破壊的カルトから自分を守る① 平林 孝裕（宗教主事） 

 理・工・生環 前川 裕（宗教主事） 

 総 柳川瀬 真衣 （言語コミュニケーション文化研究科 D２年） 

 教 音楽チャペル 関西学院グリークラブ 
  
5 月 8 日（水） 神 八木 清文（神学研究科 M２年） 

 社 大学とはどんなところか② 岩野 祐介（神学部長） 

 法 Christian M. Hermansen（宣教師、法学部教授） 

 商 木原 桂二（宗教主事） 

 人 今井 小の実（人間福祉学部教授） 

 国 破壊的カルトから自分を守る② 平林 孝裕（宗教主事） 

 理・工・生環 宗教総部 

 教 美濃部 信（日本キリスト教団甲子園二葉教会牧師） 
  
5 月 9 日（木） 神 昇天日礼拝 井上 智（神学部助教） 

 文 Andreas Rusterholz（宗教主事） 

 社 大学とはどんなところか③ 江見 圭司（文学部講師） 

 法 山口 真史（一般社団法人 new-look 代表理事・TOB 塾代表） 

 経 イコール・ペイ・デー(5/2)を覚えて➀ 中山 由美子(日本 BPW 連合副理事長・神戸クラブ会長) 

 商 宗教総部 

 人 嶺重 淑（宗教主事） 

 国 Chapel in English Timothy O. Benedict（宣教師・社会学部准教授） 

 総 特定非営利活動法人 メインストリーム協会 

 短大 パイプオルガンオリエンテーション 髙田 正久（非常勤講師） 
  
5 月 10 日（金） ランバス 建学の精神② 大宮 有博（法学部宗教主事） 
 神 木原 桂二（商学部宗教主事） 

 文 Chapel in English  Andreas Rusterholz（宗教主事） 

 経 イコール・ペイ・デー（5/2）を覚えて➁ 舟木 讓（宗教主事） 

 理・工・生環 李 善惠（宣教師、人間福祉学部教授） 
 
 
◇ランバス早天祈祷会 毎週金曜日 8：10～8：30 ランバス記念礼拝堂（西宮上ケ原） 

 5 月 10 日（金）レインボーウィークを前にして 澤田 有希子（人権教育研究室長） 
 

Zooｍでご参加希望の方は、宗教センター（shukyocenter@kwansei.ac.jp)へメールでお知らせください。  
 



 

 
As “The Rainbow People of God” 
 

Janette McIntosh  
 

The science of rainbows informs us that the rainbow colours are created by 

sunlight refraction and reflection through raindrops in the sky. We each see 

rainbows differently, only seen from a certain angle. Also, rainbows are actual 

circles which we only see the half of above the earth’s horizon. There is more 

than meets the eye. 

In Genesis, after the universal flood, God establishes a covenant with 

humanity and with creation, whose sign is the rainbow (Gen. 9:12-17). God said 

to Noah, “This is the sign of the covenant that I have established between me 

and all the flesh on the earth.” The rainbow is a symbol of hope, of good things 

to come, of peace. God’s covenant remains, represented by the rainbow, 

inclusive of “all the flesh on the earth”.  

In 1978, the artist Gilbert Baker designed the first version of the rainbow flag, 

now widely known as the LGBT pride flag. Baker’s idea was to promote diversity 

and inclusion with colours of the rainbow to represent sexuality as a human right. 

The Progress Pride Flag was since designed by Daniel Quasar in 2018, inclusive 

of BIPOC (Black, Indigenous, People Of Colour) and the Intersex-inclusive 

redesign by Valentino Vechietti in 2021. The expanded and necessary work for 

justice, peace, and inclusion continues.   

On September 8th, 1989, Desmund Tutu (1931-2021), an Anglican 

Archbishop of Cape Town, South Africa, gave a speech before a march 

protesting the police killings of more than twenty people in Cape Town’s 

townships on election day two days before.  He spoke to all, many who suffered 

under white Apartheid laws, as “The Rainbow People of God” celebrating 

diversity, bringing hope and promise, with the rainbow as a sign of peace and 

prosperity, and justice. Archbishop Tutu called for people to work together for 

inclusion, human rights, and a peaceful nation. He was awarded the Nobel Prize 

for Peace in 1994, the year Nelson Mandala was inaugurated as President. 

The rainbow is a whole circle. I pray that we do not overlook the struggles of 

the past for the future, and that we are able to truly work together to 

demonstrate God’s circle of love, hope, and promise in our relations today. The 

rainbow promise is here and now. Creating safe spaces for being who we are, 

listening, speaking out, and learning from one another starts right here. We are 

“the Rainbow People of God”, together. 
 

（Missionary and Professor, School of International Studies） 



 

 
 

●院長室から発信！ ビデオメッセージ 「風に思う」 配信のご案内 

関西学院の基盤となるキリスト教の言葉やシンボル、関西学院の精神について語る 

メッセージビデオです。キリスト教主義教育のエッセンスに触れるとともに、皆さまの 

心の糧としてご視聴ください。（月２回程度更新されます） 

https://ef.kwansei.ac.jp/about/kazeniomou 「風に思う」関西学院 院長室からのメッセージ(HP) 

 
●大阪梅田キャンパスチャペル 

阪急大阪梅田駅から徒歩すぐ、アプローズタワー１４階の大阪梅田キャンパスでは、大学院授業期間中の

月 1 回チャペルアワーを実施しています。場所は 1405 教室です。どなたでもご自由にご参加ください。 

  5 月 9 日（木）17:５０～1８:１0 嶺重 淑（大学宗教主事） 

 
●大学キリスト教週間 宣教師企画映画上映会 

上映作品：『神々と男たち』（2010 年、フランス） 

 日  時：５月２4 日（金）１７:００−１９:3０ 

場  所：図書館ホール（上ケ原キャンパス図書館の地下 1 階） 

参加費：無料（どなたでもどうぞお越しください） 

主  催：宗教センター  

協  力：宗教総部、聖書研究会“ポプラ” 

どうぞご予定ください！ 

 
●ランバスチャペル・ヌーンコンサート 

西宮上ケ原キャンパスの正門を入って右手に見えるチャペル「ランバス記念礼拝堂」では、礼拝はもち

ろん、コンサートや式典、講演会、卒業生の結婚式などが行われています。４月から関学を代表する音楽

団体による恒例のヌーンコンサートが開かれます。お昼休みのひととき、どうぞ耳を傾けてみてください。 

５月１３日（月）関西学院ウィメンズ・グリークラブ 

６月１４日（金）関西学院大学混声合唱団エゴラド  

６月２４日（月）関西学院ハンドベルクワイア 

７月 １日（月）関西学院バロックアンサンブル 

７月 ４日（木）関西学院聖歌隊 

７月 ８日（月）関西学院交響楽団 

いずれも１２：４５～１３：１５  ＜入場無料＞ 

場 所：ランバス記念礼拝堂（西宮上ケ原キャンパス）  

主  催：宗教センター・宗教音楽委員会 

 
●関西学院大学文化総部書道部「聖句展」 

日 時：５月１３日（月）～１７日（金） ９：００（初日は１０：３０から）～１７：００（最終日は１５：００まで） 

場 所：吉岡記念館ラウンジ    

主  催：宗教センター 

  

https://ef.kwansei.ac.jp/about/kazeniomou

